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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
   なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 25,192 1.7 4,063 44.2 3,425 105.1
26年3月期第3四半期 24,769 △2.6 2,817 △4.8 1,670 △10.7

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 10,609百万円 （59.1％） 26年3月期第3四半期 6,668百万円 （54.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 25.43 ―
26年3月期第3四半期 12.40 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 1,893,387 112,849 5.9
26年3月期 1,870,815 103,639 5.4
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 111,677百万円 26年3月期 101,342百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 3.25 ― 3.25 6.50
27年3月期 ― 3.25 ―
27年3月期（予想） 3.25 6.50

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 0.6 4,600 4.3 3,600 38.8 26.73



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料P．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
その達成を当行として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 134,830,342 株 26年3月期 134,830,342 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 143,279 株 26年3月期 128,050 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 134,695,612 株 26年3月期3Q 134,711,050 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成26年４～12月）におけるわが国の経済を振り返りますと、平成26年４

月の消費税率引き上げを受け、実質購買力の低下による個人消費の落ち込みが長期化したほか、企業の生

産活動、設備投資なども弱含んで推移し、景気は回復の勢いを欠いた状態が続きました。 

当行の主な営業地盤であります三重・愛知両県下においても、円安を背景に外需に持ち直しの兆しが見

られたものの、自動車など耐久消費財を中心とした買い控えの動きがみられた結果、主要産業である自動

車関連の生産も弱い動きとなり、景気は改善の動きが減速しました。 

このような環境のもと、当行は中期経営計画「信頼と共感 第Ⅱ章」を遂行し、① 地元三重・愛知にお

ける業容の拡大、② 収益力向上を通じた財務体質の強化、③ 株主還元の向上の３点の課題に対処いたし

ました。 

当第３四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、経常収益は、投資信託や保険等の手数料収

入が増加し、役務取引等収益が増加したことなどから、前年同四半期比４億 23 百万円増加し 251 億 92 百

万円となりました。一方、経常費用は、営業経費や貸倒引当金繰入額が減少したことなどから、前年同四

半期比８億 24 百万円減少し 211 億 28 百万円となりました。この結果、経常利益は、前年同四半期比 12 億

46 百万円増加し 40 億 63 百万円、四半期純利益は、同 17 億 55 百万円増加し 34 億 25 百万円となりまし

た。 
 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

貸出金は、地元事業性貸出金並びに住宅ローンの増強に努めました結果、前年度末比 120 億円増加し

１兆 2,939 億円となりました。 

預金は、引き続き取引間口の拡大に努めました結果、預金と譲渡性預金を合わせた残高は前年度末比

162 億円増加し１兆 6,696 億円となりました。 

有価証券は、市場動向を注視しつつ機動的な運用に努めました結果、前年度末比289億円増加し4,449億

円となりました。 

また資産は、貸出金や有価証券の増加を主因に、前年度末比 225 億円増加し１兆 8,933 億円、負債は、

預金の増加を主因に、同 133 億円増加し１兆 7,805 億円となりました。純資産は、その他有価証券評価差

額金が増加したことなどから、前年度末比 92 億円増加し 1,128 億円となりました。 
 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成27年３月期の連結業績予想につきましては、平成26年11月13日に公表した数値に変更はありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

なお、三重銀モーゲージサービス株式会社及び三重銀オフィスサポート株式会社は、当第１四半期連

結会計期間において清算結了したため、連結の範囲から除外しております。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 



㈱三重銀行（8374）平成27年３月期 第３四半期決算短信 

― 3 ― 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下、「退職給付会計基

準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 平成 24 年

５月 17 日。以下、「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文及び退職給付適用指

針第 67 項本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務

費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更する

とともに、割引率の決定方法を平均残存勤務期間に対応する債券利回りを使用する方法から支払見込期間

及び支払見込期間ごとの給付金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに従って、

当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を

利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が 1,039 百万円、退職給付に係る負

債が 40 百万円及び利益剰余金が 648 百万円それぞれ増加しております。また、当第３四半期連結累計期

間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 25 百万円増加しております。 

 

 



３．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

現金預け金 105,104 106,847 

コールローン及び買入手形 23,373 1,110 

買入金銭債権 2,231 29 

商品有価証券 10 25 

有価証券 415,983 444,968 

貸出金 1,281,950 1,293,991 

外国為替 2,285 2,438 

リース債権及びリース投資資産 7,435 7,040 

その他資産 13,396 15,577 

有形固定資産 11,404 11,175 

無形固定資産 2,459 2,105 

退職給付に係る資産 2,675 4,107 

繰延税金資産 339 388 

支払承諾見返 9,433 10,078 

貸倒引当金 △7,269 △6,496 

資産の部合計 1,870,815 1,893,387 

負債の部    

預金 1,570,598 1,585,761 

譲渡性預金 82,800 83,900 

借用金 69,447 73,185 

外国為替 4 3 

その他負債 30,185 18,668 

賞与引当金 578 － 

退職給付に係る負債 144 188 

執行役員退職慰労引当金 42 51 

睡眠預金払戻損失引当金 149 131 

繰延税金負債 3,793 8,568 

支払承諾 9,433 10,078 

負債の部合計 1,767,176 1,780,537 

純資産の部    

資本金 15,295 15,295 

資本剰余金 11,144 11,144 

利益剰余金 63,918 67,115 

自己株式 △44 △47 

株主資本合計 90,313 93,507 

その他有価証券評価差額金 12,634 19,550 

繰延ヘッジ損益 △1,824 △1,570 

退職給付に係る調整累計額 218 189 

その他の包括利益累計額合計 11,029 18,170 

少数株主持分 2,296 1,171 

純資産の部合計 103,639 112,849 

負債及び純資産の部合計 1,870,815 1,893,387 
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

経常収益 24,769 25,192 

資金運用収益 15,280 14,845 

（うち貸出金利息） 12,220 11,815 

（うち有価証券利息配当金） 2,984 2,939 

役務取引等収益 4,025 4,625 

その他業務収益 812 1,186 

その他経常収益 4,650 4,534 

経常費用 21,952 21,128 

資金調達費用 1,990 1,906 

（うち預金利息） 967 948 

役務取引等費用 1,081 1,241 

その他業務費用 86 62 

営業経費 15,164 14,885 

その他経常費用 3,629 3,032 

経常利益 2,817 4,063 

特別利益 0 842 

固定資産処分益 0 85 

負ののれん発生益 － 756 

特別損失 53 80 

固定資産処分損 22 18 

減損損失 30 62 

税金等調整前四半期純利益 2,763 4,824 

法人税、住民税及び事業税 713 815 

法人税等調整額 227 549 

法人税等合計 941 1,365 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,822 3,459 

少数株主利益 152 34 

四半期純利益 1,670 3,425 
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,822 3,459 

その他の包括利益 4,845 7,149 

その他有価証券評価差額金 4,296 6,924 

繰延ヘッジ損益 549 253 

退職給付に係る調整額 － △28 

四半期包括利益 6,668 10,609 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 6,483 10,566 

少数株主に係る四半期包括利益 185 42 
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(3) 継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。

 

(5) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（企業結合等関係）

共通支配下の取引等

当行による連結子会社株式の追加取得

１．取引の概要

(1) 結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称 事業の内容

三重銀総合リース株式会社 リース業

株式会社三重銀カード クレジットカード業

三重銀コンピュータサービス株式会社 コンピュータシステム開発・運行業

 

(2) 企業結合日

結合当事企業の名称 企業結合日

三重銀総合リース株式会社 平成26年７月31日

株式会社三重銀カード 平成26年７月31日

三重銀コンピュータサービス株式会社 平成26年７月31日

 

(3) 企業結合の法的形式

 少数株主及び連結子会社からの株式買取

 

(4) 結合後企業の名称

 名称に変更はありません。

 

(5) その他取引の概要に関する事項

 資本構成見直しによるグループ経営のガバナンスの強化を目的として、少数株主及び連結子会社が保有する株

式を買取したものであります。

 

２．実施した会計処理の概要

 「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号平成20年12月26日公表分)及び「企業結合会計基準及び事業

分離会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号平成20年12月26日公表分)に基づき、共通支配下の

取引等として処理しております。

 

３．連結子会社株式の追加取得に関する事項

(1) 取得原価及びその内訳

取得の対価 現金預け金 408百万円

取得原価   408百万円

 なお、上記の記載は、少数株主との取引に係るものであり、連結会社相互間の取引については全額を相殺消去

しております。

 

(2) 発生した負ののれん発生益の金額及び発生原因

① 発生した負ののれん発生益の金額

756百万円

② 発生原因

追加取得した連結子会社株式の取得原価が少数株主持分の減少額を下回ったことによるものであります。
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４．四半期決算補足説明資料

（1）平成27年３月期第３四半期の業績【単体】

(単位：百万円)

平成27年３月期 平成26年３月期

第３四半期 第３四半期

（９ヶ月間） （９ヶ月間）

　17,189 　 666 16,523

( 　 16,590 ) ( 　 493 ) ( 　 16,097 )

　 13,147 △ 158 　 13,305

　 2,918 　 426 　 2,492

　 1,122 　 396 　 726

　 598 　 173 　 425

　 14,013 △ 326 　 14,339

　 7,390 　 43 　 7,347

　 6,036 △ 417 　 6,453

　 586 　 48 　 538

(注)２ 　 3,175 　 991 　 2,184

(注)３ 　 2,576 　 818 　 1,758

△ 429 △ 654 　 225

　 3,604 　 1,646 　 1,958

( 　 3,006 ) ( 　 1,473 ) ( 　 1,533 )

　 360 △ 54 　 414

　 284 △ 227 　 511

　 514 △ 58 　 572

　 0 　 0 　 ―

　 511 △ 24 　 535

　 2 △ 34 　 36

　 2 　 2 　 0

( 　 83 ) ( △ 714 ) ( 　 797 )

　 588 　 113 　 475

　 3,965 　 1,592 　 2,373

　 5 　 58 △ 53

　 67 　 89 △ 22

　 62 　 32 　 30

　 3,971 　 1,651 　 2,320

　 551 　 4 　 547

　 607 　 416 　 191

　 1,159 　 421 　 738

　 2,812 　 1,231 　 1,581

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　　２．実質業務純益＝業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

　　　３．コア業務純益＝実質業務純益－債券関係損益

減 損 損 失

法 人 税 等 合 計

特 別 損 益

固 定 資 産 処 分 損 益

不 良 債 権 処 理 額 ②

貸 出 金 償 却

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

税 引 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

四 半 期 純 利 益

債 権 売 却 損 等

( 信 用 コ ス ト ① ＋ ② － ③ )

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

償 却 債 権 取 立 益 ③

業 務 純 益

( 除 く 債 券 関 係 損 益 )

臨 時 損 益

株 式 等 関 係 損 益

税 金

実 質 業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ①

債 券 関 係 損 益

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

人 件 費

物 件 費

業 務 粗 利 益

前年同期比

( 除 く 債 券 関 係 損 益 )

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

第３四半期までの実質業務純益は3,175百万円、コア業務純益は2,576百万円となりました。
また、経常利益は3,965百万円、四半期純利益は2,812百万円となりました。
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（2）リスク管理債権の状況
　部分直接償却未実施
【単体】 (単位：億円)

平成25年12月末比 平成26年３月末比

破 綻 先 債 権 額 7 △ 11 △ 9 18 16

延 滞 債 権 額 254 △ 29 △ 4 283 258

３ヶ月以上延滞債権額 ― 　 ― 　 ― ― ― 

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 6 △ 20 △ 18 26 24

合　　　　　  計  (Ａ) 268 △ 60 △ 32 328 300

貸出金残高（末残）(Ｂ) 12,965 　 376 　 119 12,589 12,846

貸出金残高比(Ａ)／(Ｂ) 2.07% △ 0.54% △ 0.27% 2.61% 2.34%

【連結】 (単位：億円)

平成25年12月末比 平成26年３月末比

破 綻 先 債 権 額 7 △ 12 △ 10 19 17

延 滞 債 権 額 260 △ 28 △ 2 288 262

３ヶ月以上延滞債権額 ― ― ― ― ― 

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 6 △ 20 △ 18 26 24

合　　　  　　計  (Ｃ) 274 △ 60 △ 30 334 304

貸出金残高（末残）(Ｄ) 12,939 　 379 　 120 12,560 12,819

貸出金残高比(Ｃ)／(Ｄ) 2.12% △ 0.54% △ 0.26% 2.66% 2.38%

（3）金融再生法開示債権
【単体】 (単位：億円)

平成25年12月末比 平成26年３月末比

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権 54 △ 8 △ 16 62 70

危 険 債 権 210 △ 33 　 1 243 209

要 管 理 債 権 7 △ 19 △ 18 26 25

合 計 (Ｅ) 271 △ 60 △ 32 331 303

正 常 債 権 13,115 　 379 　 139 12,736 12,976

総 与 信 残 高 (Ｆ ) 13,386 　 319 　 107 13,067 13,279

総与信残高比(Ｅ)／(Ｆ) 2.02% △ 0.52% △ 0.26% 2.54% 2.28%

（注）記載金額は億円未満を四捨五入して表示しております。

【連結】 (単位：億円)

平成25年12月末比 平成26年３月末比

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権 59 △ 8 △ 15 67 74

危 険 債 権 210 △ 34 　 1 244 209

要 管 理 債 権 7 △ 19 △ 18 26 25

合 計 (Ｇ) 276 △ 61 △ 32 337 308

正 常 債 権 13,084 　 383 　 139 12,701 12,945

総 与 信 残 高 (Ｈ ) 13,361 　 323 　 109 13,038 13,252

総与信残高比(Ｇ)／(Ｈ) 2.07% △ 0.51% △ 0.25% 2.58% 2.32%

（注）記載金額は億円未満を四捨五入して表示しております。

平成25年12月末 平成26年３月末

平成26年12月末 平成25年12月末 平成26年３月末

平成26年12月末 平成25年12月末 平成26年３月末

平成26年12月末 平成25年12月末 平成26年３月末

平成26年12月末
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（4）自己資本比率（国内基準）【単体】【連結】

（5）時価のある有価証券の評価差額【連結】
(単位：億円)

平成26年12月末 平成25年12月末 平成26年３月末

時 価 　評価差額 時 価 　評価差額 時 価 　評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

306 6 16 4,096 193 14

209 1 1 389 156 3

36 0 3 2,747 16 2

60 3 10 959 20 8

（注）１．「評価差額」及び「含み損益」は、帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上して
　  　　　おります。
      ２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

(単位：億円)

平成26年12月末 平成25年12月末 平成26年３月末

帳簿価額 　含み損益 帳簿価額 　含み損益 帳簿価額 　含み損益

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

3 ― ― 50 4 ―

（6）預金等・貸出金の残高【単体】

（7）個人預かり資産の残高【単体】

902

208株　式

4

4,125 208

160

243

195193

その他 1,098

50

その他有価証券

満期保有目的の
債券

債　券

以　　上

4

432

2,855 1835 2,802 10

56 29

3 50 4

2273004,386

14

33

419

22

(単位：億円)

平成25年12月末比 平成26年３月末比

　 　

　 　

うち消費者ローン 　 　

（注）預金等には譲渡性預金を含んでおります。

429

376

273

161

119

139

16,338

12,589

3,809

平成25年12月末 平成26年３月末

16,606

12,846

3,943

16,767

12,965

4,082

預 金 等（末 残）

平成26年12月末

貸 出 金（末 残）

(単位：億円)

平成25年12月末比 平成26年３月末比

　 　

 個人預金 　 　

 投資信託 　 　

 保険 　 　

 公共債 △ △ 14 107

558

181

128

268

18

586

314

72

215

927

2,219

89

13,671

10,812

799

1,951

平成25年12月末 平成26年３月末

10,993

個人預かり資産(末残) 14,229

平成26年12月末

103

13,643

10,679

855

2,004

(単位：億円) (参考) (単位：億円)

9.42 % 9.70 % 9.41 % 9.73 %

991 1,031 965 1,010

10,516 10,633 10,257 10,381

(注)２ 420 425 410 415

平成26年12月末 平成26年3月末

単  体 連  結 単  体 連  結

(注) １．上記の自己資本比率（国内基準）は、「銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産
       　等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示
       　第19号）」に基づき算出しております。
　　 ２．総所要自己資本額は、リスク･アセット等の額に４%を乗じた額であります。

自 己 資 本 比 率

自 己 資 本 の 額

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 の 額

総 所 要 自 己 資 本 額
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